
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ス
タ

ッ
フ
が
米
国
立
公
文
書

館
で

「
ラ
ジ
オ

・
ト
ウ
キ

ョ
ウ
」
の
■
３

０
巻
余
り
の
録
音
テ
ー
プ
を
発
見
し
た
の

は
２
０
０
９
年
の
こ
と
。太
平
洋
戦
争
下
、

こ
の
ラ
ジ
オ
国
際
放
送
は
、
英
語
と
日
本

饂 く
。
本
書
は
そ
の
経
緯
を
具
体
的
に
描
い

て
い
る
の
で
、
戦
時
ラ
ジ
オ
史
と
し
て
も

員
重
な
意
味
を
持
つ
。

そ
れ
に
し
て
も
日
本
の
情
報
将
校
た
ち

は
、
ど
う
し
て
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
虚
偽
、

誇
大
を
恐
れ
ず
、
事
実
を
す
り
替
え
た
の

だ
ろ
う
。
□
え
ば
、
ガ
タ
ル
カ
ナ
ル
島
で

の
戦
い
で
は

「グ
ア
ダ
ル
カ
ナ
ル
の
米
兵

群̈
瓢癬喘籐輸霧躙
一い

一　　　　　　　̈
鰤

も
、
つ
ま
り
は
戦
争
に
利
用
さ
れ
る
運
命

だ

っ
た
。
特
に
ド
イ
ツ
の
ナ
チ
ス
政
権
が

ラ
ジ
オ
を
効
果
的
に
用
い
て
い
た
の
に
倣
ヽ

っ
て
、
日
本
で
も
情
報
統
制
機
関
を
つ
く

り
、
戦
時
の
謀
略
の

″武
器
“
と
し
て
い

婆
誘
微
申肥
は霙
蹴
史

静
窺
薩
講
齢経紅殊
まれ、

の

断
斃
鐘
講
薫

鯰
辮
辞
講
， 麟
疇

輔
麗
γ
莱
翼
佐Ｌ

曲肩
振
は織
瀦
蜘い腸
徴曜
なべ．

林螺
絆
記
鰐
鮮
資
縫
紳
械

電
鰐

驀

編
黙

藝

る
、
と
い
う
最
終
車
の
著
者
自
身
に
よ
る

放
送
人
の
覚
悟
が
心
に
残
る
。

（保
阪
正
康

・
作
家
）

誰
が
星
の
王
子
さ
ま
を
　
中

殺
し
た
の
か
ヽ

安
富
　
歩
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

（明
石
書
店

。２
■
６
０
円
）

『
江奨
釧
が
婚
雑
級
弾
　
　
一一一日種
凛盤
鶴
躍
井
純
鰐
姫

耐
籍
鷺
撃
断
誕
　
曇
昧霧
５̈
籍
一慧

本
書
は
、
こ
の
戦
時
海
外
向
け
放
送
の

資
料
を
発
掘
し
、
関
わ

っ
た
人
た
ち
を
日

本
の
内
外
に
訪
ね
歩
き
、ま
と
め
ら
れ
た
。

王
子
さ
ま
」
は
、
政
治
的
な
意
味
も
含
め
、
　
′
ヽ
　
の
心
を
支
配
し
、
飼
い
な
ら
し
た
に
も
か

れ

さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
を
生
ん
で
き
た
。
し
か

　

Ｌ

Ｆ

　

か
わ
ら
ず
、
キ
ツ
ネ
は
王
子
が
バ
ラ
を
飼

厳

た
写
‐釈を
榎
サ
は
つ
滝
溝
燻
が
限
開
‐す　
Ｏヽ
　ヽ
喩
」嗜手が
かつ
に
、‐王Ｆ
滝境
に槌
ぃ
‐ゃ
日

ｒ
い話
醐
詰

韓̈

蘇

紳
設
″勝
課
辟
鰍

砕
電
拿
法は暴
顧
な
か
鮮

にい』一一セを疇
蠣
炸紳ズ聾

一一鮮
鋒
】詐“一̈一̈
硼
一　　　　　　　一̈

贔
錘
」鵞
聘
死へ
議
撒
縣
琴
¨

も
忍
び
込
み
、
人
間
の
魂
を
奪
う
。
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
と
ら
わ
れ
た
と
き
、
人
間
は

自
ら
の
魂
の
主
人
で
あ
る
こ
と
を
や
め
て

さ
ま
よ
い
、そ
し
て
そ
の
さ
ま
よ
い
を
「自

由
」
で
あ
る
と
取
り
違
え
る
。
王
子
の
苦

を
、
夜
空
の
深
い
色
と
星
に
彩
ら
れ
た
こ

の
美
し
い
本
と
と
も

に
味
わ

っ
て
ほ
し

い
。
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
自
身
の
と
ら
わ
れ

を
解
く
旅
で
も
あ
る
。

（深
尾
葉
子

・
大
阪
大
准
教
授
）

やかに解 く

（
筑
摩
書

房

。
２
４
８
４
円
）

NHKデ ィレクター。

プ

ロ
パ
ガ
ン
ダ
・
ラ
ジ
オ

鵬L_里望■ n◎ H◎ ndana
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■

「豊
臣
秀
吉
の
系
図
学
」

宝
賀
　
寿
男
ほ
か
著

日
本
で
最
も
出
世
し
た
人
物
と

い
え

ば
、
豊
臣
秀
吉
だ
ろ
う
。
生
涯
は
数
多
く

の
伝
説
に
彩
ら
れ
、
特
に
出
生
は
謎
に
包

ま
れ
て
い
る
。
「太
閤
母
公
系
」
な
ど
豊

「倍
返
し
だ
！
」
の
流
行
語

を
生
ん
だ
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

「
半

沢
直
樹
」
は
、
テ
レ
ビ
史
に
残

る
大
ヒ

ッ
ト
と
な

っ
た
。
こ
の

原
作
シ
リ
ー
ズ
の
第
４
弾
が
本

書
。
大
手
都
銀
の
行
員

・
半
沢

直
樹
は
今
回
、
国
家
権
力
を
相

手
に
し
た
闘
い
に
臨
む
。

東
京
中
央
銀
行
営
業
第
２
部

次

長
の
半
沢
は
、
中
野
渡
頭
取

の
指
名
で
、
経
営
危
機
に
陥

っ

て
い
る
帝
国
航
空
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
る
。
本
来
の
所
管
の

審
査
部
が
、
業
績
悪
化
に
歯
止

め
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

担
当
を
振
り
替
え

ら
れ
た

の

だ
。
審
査
部
が
妥
当
と
判
断
し

て
い
た
当
初
の
一畳
建
計
画
は
、

臣
家
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
系
図
を
読
み

解
き
、
地
域
伝
承
な
ソ
）
を
検
証
し
た
著
者

は
、
秀
吉
の
先
祖
が
鉄
の
山
を
拠
点
と
し

た
機
能
集
団
と
か
か
わ
り
が
深
い
こ
と
を

示
し
た
。

副
題
は

「近
江
、
鉄
、
渡
来
人
を
め
ぐ

っ
て
」
。
薄
紙
を
は
が

解
読
し
て
い
く
筆
致

グ
。
史
料
と
し
て
要

つ
つ
も
、
こ
れ
ま
で
お

き
た
系
図
研
究
の
重
要

る
。
　
　
　
（桃
山
普

ぃつ離齢
魏
製
“砒｝
知増
繕
茫
驚
て

建
を
目
指
す
。
だ
が
政
権
交
代
　
地
位
と
メ
ン
ツ
、
プ
ラ
．

に
よ

っ
て
国
土
交
通
相
に
就
任

を
懸
け
た
対
決
シ
ー
ン
の

し
た
元
人
気
女
子
ア
ナ
の
白
弄
一
は
、厳
し

い
言
葉
の
や
り
，

は
、
前
政
権
時
の
再
建
Ｚ

フ
ン

”肇
「は
顔
色
を
失
い
、
唇

を
自
紙
撤
回
し
、
私
的
に
検
討

わ
せ
、
涙
す
る
。
勝
者
と

チ
ー
ム

「
再
生
タ
ス
ク
フ
ォ
ー

に
は
知
略

と
人
脈
が
必
要

ス
」
を
結
成
。
リ
ー
タ
ー
と
な

そ
し
て

油

断
し
た
方
が

・

っ
た
弁
護
士
の
乃
原
は

「
ス
ピ

る
。

―
ド
再
生
」
を
世
論
に
ア
ピ
ー

　

テ
レ
ビ

ド
ラ
マ
で
片
岡

ル
す
る
た
め
、
銀
行
側
に
大
幅

一契
炒
演
じ

た
金
融
庁
の
検

な
債
権
承
栞
を
想
る
。　

　

　

　

当
密
刊も

登
場
。
饉
が
関

「
必
要
の
な
い
債
権
カ

ッ
ト

人
と
し

て

、
絶
妙
な
役
回

を

要
求
す
る
な
ど
、
ス
ジ
が
通

彗

黒
崎

を
は
じ
め
、
強
．

ら
な
い
」
。
バ

ン
カ
ー
の
基
本

キ
き
フ
ク
一タ
ー
の
登
場
本

姿
勢

を
貫

こ
う
と
す

る
半
沢

筆

に
花

を
添
え
る
。
こ

は
、
自
井
や
乃
原
、
政
権
の
意

番
で
発
せ

ら
れ
る
、
あ
の
¨

に
従
お
う
と
す
る
常
務
の
紀
本

ぜ
り
ふ
は

痛
快
そ
の
も
の

ら
と
相
対
す
る
う
ち
、
か
た
く

者
の
拍

手

喝
采
を
再
び
浴
一

封
印
さ
れ
て
き
た
銀
行
と
有
力

に
違
い
な

い
。
　

　

　

（

国
家
権
力
に
「倍
返
し
だ
！
」

，
ヽ
お
一嗜
一̈
ザ

§̈
場
一ヽ

‘
，

「銀翼のイカロス」
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